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平成 19年度科学研究費補助金研究成果報告書 基盤研究 (C)
くはしがき> 本研究費補助金により、 100名の健常ボランティアで日本人のグルクロ
ン酸転移酵素 (UGT1A9)の遺伝子を調べたところ、遺伝子頻度 0.005の D256N変異が見
いだされた。また、麻酔薬プロポホールは UGT1A9によってのみ代謝され、副作用が知ら
れているので、変異酵素でプロポフォールの Kmと Vmaxを調べたところ、変異酵素では
活性が正常酵素の 40覧および 8略に低下していた。この結果から変異のホモ接合体では、
プロポフォール投与により副作用を示す可能性が示唆された。本研究の研究期間、課題、
組織、交付決定額、研究成果は下記の通りである。論文の複写及び特許証を添付した。
研究期間 平成 18年度~平成 19年度
研究課題名 日本人のグルクロン酸転移酵素 (UGT1A9)の多型と薬剤副作用の研究
課題番号 18590508 
研究組織
研究代表者 佐藤浩 滋賀医科大学医学部教授
研究分担者 丸尾良浩 滋賀医科大学医学部助教
交付決定額(配分額) (金額合計)
直接経費 間接経費 合計
平成 18年度 1，800，000 。 1，800，000 
平成 19年度 1，700，000 510，000 2，210，000 
総計 3，500，000 510，000 4，010，000 
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